
倉敷紡績株式会社 第218期（中間期）株主通信（2025年４月１日〜2025年９月30日）

当社は、株主の皆様に対する配当を企業の重要課題の一つ
であるとの認識に立ち、継続的・安定的な利益還元を基本
としております。
配当決定に際しましては、収益状況、企業体質、配当性向
等を総合的に勘案し、中・長期的な観点から決定していく
方針であります。
上記の方針に基づき、202６年３月期の中間配当金につきま
しては、次のとおり実施させていただきます。

中間配当 １株につき141円

期末配当（予想） １株につき141円

年間配当（予想） １株につき282円

「Accelerate'27」期間においては、
株主資本配当率（ＤＯＥ）4％
を目標値として設定しております。
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［証券コード　3106］

「長期ビジョン2030」の実現に向け、本年4月
よりスタートした中期経営計画「Accelerate’27」
の推進を通じて、事業ポートフォリオ改革を
さらに“加速”させます。



2025年4月よりスタートした中期経営計画「Accelerate'27」の基本方針である「高収益事業の成長加
速と経営資源の効率的な活用による企業価値の向上」のもと、半導体製造関連市場やライフサイエンス
関連市場に向けた注力事業の拡充と繊維事業の構造改革を中心とする基盤事業の収益力強化などに注力
しました。
当中間連結会計期間の売上高、営業利益および経常利益は、いずれも前年同期に比べ減少しましたが、
政策保有株式の売却益を特別利益に計上したことなどにより、親会社株主に帰属する中間純利益は増加しました。
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売上高

前年同期比 3.6%減 

692億円

前年同期比 7.3%減 

39億2千万円

営業利益

前年同期比 87.5%増 

64億2千万円

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

前年同期比 5.0%減 

48億4千万円

経常利益

第217期中間
’25.3

32,592

2,312

第218期中間
’26.3

1,564

29,869

売上高　●営業利益

売上高※

営業利益

298億円
15億6千万円

（百万円）

高機能樹脂製品 ● �AI 用途以外の半導体市況の低迷により、
半導体製造装置向けの受注が減少

機能フィルム
● �太陽電池向けの受注は堅調
● �北米の自動車向けの受注が減少

産業マテリアル
● �自動車内装材向け軟質ウレタン、自動車

フィルター向け不織布や断熱材の受注
が順調

売上高構成比 

中期経営計画「Accelerate'27」
に関する詳細はこちら決算短信はこちら

※前期に自動車内装材向け軟質ウレタンの製造・販売を行っていた中国子会社の全持分を譲渡した影響あり

32.0％

14.5％

7.6％

2.8％

● �賃貸物件の新規開店により増収

第217期中間
’25.3

23,650

第218期中間
’26.3

△524

22,131

売上高　●営業利益

売上高

営業損失※

221億円
5億2千万円

（百万円）

35

第217期中間
’25.3

8,866

1,052

第218期中間
’26.3

1,830

10,044
売上高　●営業利益

売上高

営業利益

100億円
18億3千万円

（百万円）

第217期中間
’25.3

217

4,873

第218期中間
’26.3

369
5,230

売上高　●営業利益

売上高

営業利益

52億円
3億6千万円

（百万円）

第217期中間
’25.3

1,186
1,862

第218期中間
’26.3

1,245
1,971売上高　●営業利益売上高

営業利益
19億円

12億4千万円

（百万円）

糸
● �原料改質技術を活用した高機能製品
「NaTech（ネイテック）」の販売が 
順調

ライフサイエンス・
テクノロジー

● �撹拌脱泡装置は米国の関税政策の影響
を受けて低調

● �子会社の FA 設備の受注が増加

食品 ● �即席麺具材の拡販が順調

ユニフォーム ● �ユニフォームアパレル向け製品の受注
が増加

エレクトロニクス
● �半導体業界向け液体成分濃度計が堅調
● �鉄道業界向けインフラ検査システムや 

膜厚計なども順調

ホテル関連
● �国内旅行やインバウンドの旺盛な需要

により宿泊やレストランが順調
● �宴会需要も回復傾向

カジュアル ● �国内 SPA 向けの生地の受注が減少

エンジニアリング
● �排ガス処理設備などが堅調
● �子会社のウェハー洗浄装置や 

フィルター洗浄装置も好調

売上高構成比 

売上高構成比 

売上高構成比 

売上高構成比 

※安城工場の閉鎖に伴う異常操業費用の計上の影響あり



化成品事業部では、熊本イノベーションセンター（KIC）の新棟が本年7月25日より本格
稼働を開始しました。今後さらなる拡大が見込まれる半導体市場に向けて、半導体製造 
装置に組み込まれる高機能樹脂製品の生産供給体制と開発体制の大幅な強化を行い、
事業拡大を加速します。

取締役 専務執行役員
化成品事業部長 馬場 紀生馬場 紀生

KICの新棟は、鉄骨2階建て延床面積6,829㎡と、従来施設の
約2倍に増床。約31億円を投じて建設された本施設には、高
清浄度・先進性を叶える従来比約2倍の面積のクリーンルーム
やセキュリティ管理システム、自動化・省力化を叶える自動倉
庫や三次元測定機などの設備を導入し、品質向上と効率化を
両立する生産体制を実現します。さらには、有機溶剤を使用し
ない新洗浄方式の導入など、環境負荷低減にも積極的に取り
組んでいます。
また、従来より大幅に拡張した技術開発・新規ビジネスエリアに
より新技術の開発を推進し、より
高度で多様なニーズに応えるクラ
ボウ独自商品の提案を強化します。
新たに拡充したKICと寝屋川工
場の2か所を供給拠点とし、クラボウグ
ループの関係会社をはじめとする全国
約30社のパートナー企業が製造した製
品を集約する体制を構築し、BCP（事
業継続計画）も含めた全国各地への安
定した供給を可能にしています。半導体
製造装置向け高機能樹脂製品の中核拠
点として、さらなる事業成長を目指して
まいります。

「熊本イノベーションセンター（KIC）」の「熊本イノベーションセンター（KIC）」の
新棟が本格稼働開始新棟が本格稼働開始
－増床・自動化・先進技術で機能樹脂製品事業拡大を加速－－増床・自動化・先進技術で機能樹脂製品事業拡大を加速－

家畜排せつ物処理装置
“FUNTO（フント）”の
説明動画ページ

https://www.kurabo.co.jp/eng/lp/
shikiryo/

統合報告書
2025

企業広告
シリーズ

環境メカトロニクス事業部は、家畜排せつ物処理装置“FUNTO（フント）”の新タイ
プとなるバイオマスタイプを開発し販売を開始しました。“FUNTO”は、独自の燃焼・
廃棄物処理技術により、牛舎などから出る家畜排せつ物（使用済み敷料等）を細か
く粉砕しながら、高温で瞬間殺菌・乾燥させサラサラでクリーンな戻し堆肥にし、再
利用する装置です。従来タイプは、高温の熱風を発生させるために灯油やRPF固形
燃料を使用していました。今回のバイオマスタイプでは、“FUNTO”で処理した製品

（戻し堆肥）の一部をバイオマス燃料として利用できるため、化石燃料である灯油の
使用量を大幅に減らすことで温室効果ガス排出量を約30〜50％削減でき、ランニン
グコストの削減も図れます。“FUNTO”のさらなる拡販を通じて畜産農家の経営効
率化や衛生管理、牛の飼育環境の向上を支援します。 

株式会社クラボウインターナショナルは、イタリア発のライフスタイルブランド「tokidoki」とライセンス契約を締結し、同ブ
ランドのライセンス事業を開始いたしました。日本語の「時々」に由来する「tokidoki」は、存在感のあるキャラクターで熱
狂的な支持を集め、これまでにもHELLO KITTY
やMARVEL、NARUTOなど多数のコラボ実績を
有するなど、グローバルブランドとして成長してき
ました。今後は「tokidoki」の豊富なアートやキャ
ラクターを活用し、アパレルや関連雑貨など多彩
な製品の企画・提案・販売を強化することで、事
業拡大を図って
いきます。

家畜排せつ物処理装置“家畜排せつ物処理装置“FF
フ　ン　トフ　ン　ト

UNTOUNTO”の”の
バイオマスタイプを販売開始 バイオマスタイプを販売開始 

ライフスタイルブランドライフスタイルブランド
「tokidoki」のライセンス事業を開始 「tokidoki」のライセンス事業を開始 

「tokidoki」ブランド
ウェブサイト

生産供給体制と生産供給体制と

開発体制を開発体制を
大幅に強化！！大幅に強化！！

クリーンルーム内で
包装することにより

高い清浄度を保ったまま出荷！

自動倉庫自動倉庫三次元測定機三次元測定機

クリーンルーム内の包装室クリーンルーム内の包装室

バイオマスタイプバイオマスタイプ
概念図概念図 

装置構成イメージ図装置構成イメージ図 

検査精度・速度向上
を実現！

高機能樹脂製品高機能樹脂製品

繊維

役員と従業員の対談動画！

https://www.kurabo.co.jp/eng/lp/shikiryo/
https://www.kurabo.co.jp/eng/lp/shikiryo/


倉紡記念館
未来への礎として̶
倉紡記念館は、昭和44年3月、

クラボウの創立80周年の記念事業の一つとして
建設されました。

“歴史を顧みることは、未来への礎”・・・
創業以来クラボウに貫かれている考えが

生んだ記念館です。

【ご注意】
●‌�株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）では
お取扱いできませんのでご注意ください。
●‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管
理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合わ
せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 （1）定時株主総会･期末配当金	 毎年3月31日�
（2）中間配当金	 毎年9月30日

公 告 の 方 法
電子公告の方法により行います。
公告掲載URL　https://www.kurabo.co.jp
※�事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を�す
ることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人・
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話 0120-094-777（通話料無料）

株主メモ

株主の皆様へ このクラボウ便を倉紡記念館の受付で提示していただくと、無料で入館いただけます。〈有効期限〉2026年3月31日まで

当社の株式に関する事項（2025年９月30日現在）

発行可能株式総数 発行済株式の総数 株主数

97,701千株 18,000千株 11,831名

発行済株式の総数
18,000,000株

15.26%
その他の法人
7.14%
自己株式
2.07%
証券会社

17.31%
個人その他

38.32%
金融機関

19.87%
外国法人等

所有者別株式分布

当社グループの概要（2025年９月30日現在）

■ 当社

区　分 名 　 称 所 在 地

営業所
および
研究所

大 阪 本 社 大 阪 市 中 央 区

東 京 支 社 東 京 都 港 区

技 術 研 究 所 大 阪 府 寝 屋 川 市

工場
化 成 品

寝 屋 川 工 場 大 阪 府 寝 屋 川 市

裾 野 工 場 静 岡 県 裾 野 市

群 馬 工 場 群 馬 県 伊 勢 崎 市

鴨 方 工 場 岡 山 県 浅 口 市

三 重 工 場 三 重 県 津 市

熊 本 イ ノ ベ ー
ションセンター 熊 本 県 菊 池 市

繊 維 徳 島 工 場 徳 島 県 阿 南 市

（注） 安城工場は、2025年7月末をもって閉鎖しました。

主要な事業所

創　立 本　店

1888年3月9日 岡山県倉敷市本町7番1号

https://www.kurabo.co.jp

「株主・投資家情報」のページ　
https://www.kurabo.co.jp/finance/ ▶▶▶

コーポレートサイトのご案内

コーポレートサイトでは、会社案内や、ニュースリリースのほか、IR情報をお届
けするため、「株主・投資家情報」を開設しています。
「株主・投資家情報」では、当社グループの中期経営計画、IR資料、株式情報、
財務情報など、株主・投資家の皆様のお役に立つ情報を提供しています。

第 1 室｜明治時代
（1888 ～ 1912）

第 2 室｜大正時代
（1912 ～ 1926）

第 3 室｜昭和時代
（1926 ～ 1945）

第 4 室｜昭和～令和時代
（1945 ～）

倉紡記念館は、倉敷美観地区の倉敷アイビースクエアの中にあり、周辺には、「大原美術館」や「語らい座 大原本邸」などの様々な文化施設等があります。




